
2022年度ＱＣサークル研修会が、

5月27日(金)に開催されました。

今年度も新型コロナウイルス感染

拡大防止の為、昨年同様に入門コース

をオンラインで開催しました。

今回は、経験の浅い方を対象に福井

地区の企業12社 45名の方が受講され、

地区役員・幹事18名によって運営

されました。はじめに、福井地区の

大谷世話人が挨拶を行い、本研修会の

目的や狙いを述べました。その後、

総合司会より当日の注意事項などが

伝えられ、講義に加えグループ

ワーク等の研修が始まりました。

ＱＣサークル研修会(入門コース)開催

◆◇研修会入門コースの紹介◇◆
【講 義】 品質管理の基本、QCサークル活動の基本 等、

６つのステップで実施。また、グループワーク
の解説も交えながら講義実施。

【グループ 7つのグループに分かれ3つのテーマに
ワーク】 ついて意見交換し各グループ毎に発表を実施。

【その他】 講義の理解度チェック(３回)
KT(気づき、次にやること)を書き出し
代表者による発表を実施。

開会挨拶:大谷世話人

みんなの一歩で未来に繋ごう 北陸支部!

タイヨー電子（株） (株)金津技研

揚原織物工業（株） (株)アイシン福井

清川メッキ工業（株） 日華化学(株)

キョーセー（株） セーレン(株)

信越化学工業(株) パナソニック（株）IS社

(株)TOKO パナソニック（株）AM社

今回ご参加頂いた企業（順不同）12社 45名

総合司会
天谷幹事

多数のご参加ありがとう
ございました

グループワーク

7つのルームに分かれ3つのテーマについて意見交換実施。
各ルームには6～7名の受講者と2～3名の世話人で進行実施。

講義内容

①品質管理の基本

②QCサークル活動の基本

③QCサークル活動のねらい

④QCサークル活動の心構えと役割

⑤QCストーリーの基本ステップ

⑥QCストーリー：問題解決型
講師

加藤副世話人

６つのステップで品質(QC)の基本から問題解決までを説明

ルームA ルームB

ルームC ルームD

ルームE ルームF

ルームG



今回は、各コースのアンケートに答えていただいた方の感想

より、いくつか掲載させていただきました。

参考になさってください。

またの皆さまのご参加を
お待ちしています！

受講者・運営のみなさん

最後に皆さんで記念撮影

研修会アンケート結果 回答43名

総合講評 閉会挨拶

研修会アンケート結果（オンライン） 回答44名

田辺副世話人
福井村田製作所
加藤さん

オンライン研修会
皆様大変お疲れ様でした。

Ｋ「気付き」、Ｔ「振り返り」

代表発表者

Ｋ(気づき)Ｔ(次にやること)を書き出して頂き代表者1名が発表

オンライン研修会を無事に
開催する事が出来て感謝
しております。
今後も今回の内容を基にオン
ラインを活用した研修会等を
開催していきたいと思います。

皆さんが本当に興味がある
事は積極的に行動すると
思います。先ずはQCサー
クル活動にも興味を持ち
行動を起こすことが重要で
あると思います。

■良い ■丁度良い ■悪い

環境(音質) 環境(画質)

■オンラインだから
参加できた

■会場、オンライン
どちらでも
参加できた

環境(音量) 環境(サイズ)

今回の研修会参加について

＜参加者コメント(抜粋)＞
・スライドもカメラも見や
すかった。

・聞き取りやすかった。
・オンラインなので会場に
行く時間が省けて参加
しやすかった。

＜参加者様の声(抜粋)＞
・グループワークの時間が短い。
・今度は、QC7つ道具の説明を聞いてみたい。
・ファシリテータを運営側でやって頂くことで、スムーズ
なGWができた。

・今後はさまざまな人の意見を聞き、多角的な角度から
物事を捉えるようにしたい

＜参加者様の声(抜粋)＞
・QCサークルのメリットと進め方のポイントが理解できた。
・QC手法は先輩の見様見真似だったが、説明を聞いて活用
できる自信がついた。

・異なる業種、視点での意見の重要性を理解できた。

ルーム発表者

オンラインの為、対面ではありませんでしたが、どのグル
ープの参加者も積極的に意見を出し合い、活発な議論がな
されていました。

アイシン福井
鈴木さん

日華化学
村中さん

信越化学
八鍬さん

アイシン福井
山口さん

ルームから選ばれた受講者が意見交換内容を発表。

■丁度良い ■大きい


